


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































朝刊 ｢米軍 ｢新市街戦｣を図上演習/戦闘 ｡復興支援一体を模索/NG
Oとの連携も課題｣)｡そこでは ｢NGOを軍が警備するだけでなく､軍











































































































































のイラク:浪迷の ｢戦後復興｣』現代人文社 (発売 :大学図書)












































































































2:イラク人質事件･日本人対 "世間〟の法感覚 - グローバルとローカルのはぎ


































































































































































































































































件 に関す る声明 (ttp://wwwl.jca.apc.org/jvc/jp/notice/notice20040409
iraq.html)､2004年6月2日閲覧｡
･24)なお桑山氏が実際の解放前に "解放後〟について語れたのは､同じ記事での次
のような評価からだろうOイラク人は｢底抜けに日本人が好きで､私自身､一
度もいやな目にあったことがない｡幸いなことに､まだ民間レベルで日本人へ
の敵意はなく､犯人グループがイラク人であれば､殺すはずがないと思ってい
る｡｣(桑山紀彦 12004｢国際協力｣)｡
書25)なお､この吉田氏の論稿 (吉田鈴香･2004｢自己責任｣)の表題には ｢紛争地に
アマチュアは立ち入り禁止にせよ｣とあるが､吉田氏自身は本文でそのような
主張はしていない｡
書26)参照 :渡辺龍也･2003｢NPO｣.渡辺氏はJANIC理事で ｢NGOアカウンタ
ビリティー委員会｣の座長｡
阜27)事件に際してNGOの社会的責任を論じたものとして､山内直人･2004｢NP
O｣､松原明･2004｢NPO｣｡
牟28)外務省ウェブサイト>報道発表｡演説>記者会見>事務次官会見記録 (平成16
年4月)>事務次官会見記録 (4月12日付) (http://www.mofa.go.jp/mofaj/
press/kaiken/jikan/j｣)404.html)､2004年8月20日閲覧｡
･29)なお曽野綾子氏には､自分のイスラム理解､アラブ理解をもとにした推定を､
断定的に主張する部分も見られた｡たとえばこの論稿は "身代金〝説を次のよ
うに確実視して終わっている｡｢上村司イラク臨時大便が､十七日イラク･イス
ラム聖職者協会のクベイシ師と会って二人のジャーナリストの引き渡しを受け
た時､感謝を伝えたはずの川口外相の談話に不満が述べられたという｡それは
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礼金がまだ支払われていないか､額が少な過ぎるということだ｡すべての関係
は娩曲な言葉と現実的な金､という二重構造になっているのがアラブの文化だ
から､現実的には五人は日本政府の出した金 (つまり国民の税金)で贋 (あが
な)われて帰って来たのである｡｣同様の "身代金〟説は曽野綾子･2004｢馬鹿
か｣027-028頁でもくりかえされた｡同氏の夫の三浦朱門氏も,｢日本人だから
こそ､誰も公表はしないが､多額の身代金を払って､帰還できたのである｡｣と
主張したため (三浦朱門･2004｢血の論理｣139貢)､小林よしのり氏から ｢ひ
どいね､夫婦そろって｡｣と批判された (小林よしのり･2004『ゴー外･01』218
頁)0
･30)人質批判派の中には､この大々的で､世界的なキャンペーンをテロリストを利
すると批判したり､"左派の陰謀〝を疑う根拠とした人もいた｡例えば､クライ
ン孝子 ･2004｢危機管理｣､中西輝政 ｡2004｢国際テロ｣036-037貢｡
辛31)池内恵氏が､ひとりNGOによる活動を上記のように｢実質的効果よりも個人
の心情的あるいは政治的関心に沿ったもの｣とする一方で､自衛隊の支援活動
について｢給水車を十二台渡した､というくらいでは､心情的な意味しか持ち
ません｡｣と評していた (池内&江畑･2004｢自衛隊｣139､147貢)のは例外的
な視点だろう｡なお池内氏には1990年代半ば､｢高遠さんと似た形態の活動を行
っている方に付き添ってイラクに入国し｣､｢ひとりNGO｣として活動した経
験があり､それをふまえて｢ひとりNGO｣よりも｢適切な援助があるはずだ｣
と感じるに至ったという (池内恵 ･2004｢メディア｣150-151貢)O
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